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当研究室の成果をはじめ、多くの研究によって、液

晶性を示すπ-電子共役系の有機化合物において高速

の移動度を示すことが報告され[1-3]、液晶相の秩序化

と移動度の相関についても同一の構造を持つスメクテ

ィック液晶物質の場合、液晶相の秩序に伴って、移動

度は非連続的に向上し、最も高い秩序性を示す液晶相

では有機多結晶薄膜に匹敵する 0.1cm
2
/Vs を超える高

い移動度を示すことが報告されてきた。 しかし、液晶

物質の構造と電荷輸送特性については、有機半導体と

して有用な液晶材料を設計するための分子設計指針は

ほとんど与えられていない。本発表では液晶分子構造

と電荷輸送特性の相関を Fig.1 のような分子構造の

2-Phenylnaphthalene 骨格をモデル化合物として合成し、

naphthalene環の側鎖構造に着目し、その違いにより液

晶性と電荷輸送にどのような違いが現れるかを

DSC・XRD・TOF測定などにより比較検討した。Fig.2 は最も高次の分子秩序である SmE 相での

移動度の温度依存性を表したものである。電荷輸送を担っているコア構造が同じであるにもかか

わらず、移動度の値のみならずその温度特性にも大きな差が表れた。8-PNP-4 (dialkyl 体)は

reorganization energyやdipole momentが小さく最も電荷輸送に最も有利な分子構造であることがわ

かる。また同じ alkoxy誘導体でも 8-PNP-O4と比較して-CF3のような dipole momentの大きな置換

基がコア部の近くにある 8-PNP-O(CH2)3CF3 では移動度の値も小さくまた大きな温度依存性が現

れ 40℃付近では２桁以上の差が見られた。発表では、これらの違いについて、側鎖置換基のπ電

子系に与える効果、電荷―双極子相互作用の観点から、得られた結果を議論する。 
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Fig.2 The temperature dependence of 

carrier mobility in SmE phase of 

2-phenylnaphthalene derivatives 

Fi  Fig.1  Molecular structures of 

2-p2-phenylnaphthalene derivatives 
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